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はじめに 

 

本市の教育がめざすところは、小中一貫教育を基盤とし、次世代を担う子供たちに困難に打ち克ってく

じけない、「知」「徳」「体」の調和がとれた「総合的人間力」を育成することです。 

現行の学習指導要領では、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」

を三つの柱とした、資質・能力が明確化されており、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善を推進することが求められています。 

本市でも、各学校において、児童・生徒が「見方・考え方」を働かせ、学力向上につながるような授業づ

くり等、より具体的な指導方法の工夫改善を図っているところではありますが、調査結果の分析を通して、

教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、各学校における児童・生徒への教育指導の充

実や学習状況の改善等に役立て、継続的なPDCAサイクルを機能させながら、児童・生徒の確かな学力を

育むことにつなげてまいります。 

 

１. 調査の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．学力・学習状況の概要 
 

 
 
 
 
 
 

（１） 調 査 目 的   

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童・生徒の学力や学習状況を把握・

分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童・生徒への教育指導の

充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイ

クルを確立する。 

 

（２） 実 施 日   令和５年（２０２３年）４月１８日（火） 

 

（３） 調 査 対 象   小学校６年生の児童・中学校３年生の生徒 

 

（４） 本市受験者数   小学校 ３６校 （３,４０２名）  

                      中学校 １８校 （２,７５６名） 

 

（５） 調 査 内 容    

ア．学力に関する調査 ： 小学校 （国語・算数） 

                     中学校 （国語・数学、英語 ※「話すこと」調査含む） 

イ． 学習状況に関する調査 

児童・生徒を対象に学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査 

  ウ．学校の取組に関する調査 

学校を対象に学校における教育条件の整備状況や指導方法等に関する質問調査 

 

（６）調 査 経 緯 

       全国学力・学習状況調査は平成１９年度～平成２１年度に全員調査を行い、平成２２年度・平成２４年度・平

成２５年度は３割の抽出校及び希望校による調査でした。平成２３年度は東日本大震災のため、中止となり

ました。平成２６年度以降は再び全員調査となっていましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染防止の

ための臨時休校措置により中止されました。今年度は、平成３１年度から４年ぶりに英語が実施されておりま

す。 

       ※平成２４年度から理科を追加。理科は３年に１度程度の実施 

       ※平成３１年度（令和元年度）から中学校調査で英語を追加。英語は３年に１度程度の実施。 

       ※平成３１年度（令和元年度）から「知識」と「活用」を一体的に問う問題形式で実施。 

１ 



 

 
２. 教科に関する調査結果 
 
（１）全体の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）各教科の概要        
 

【小学校・国語】 
正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　校種・教科別正答率と全国比値

　【令和５年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  　　　【令和４年度】

小学国語 小学算数 中学国語 中学数学 中学英語 小学国語 小学算数 小学理科 中学国語 中学数学 中学理科

R５吹田 104.2 108.8 106.0 113.7 122.8 R４吹田 106.7 107.6 104.3 105.8 114.8 105.5

（平均正答率） 70 68 74 58 56 （平均正答率） 70 68 66 73 59 52

R５全国 100 100 100 100 100 R４全国 100 100 100 100 100 100

（平均正答率） 67 63 70 51 46 （平均正答率） 66 63 63 69.0 51 49

２ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈分類・区別集計結果〉 

分類 区分 

対象 

問題数 

（問） 

平均正答率(％) 

吹田市 大阪府（公立） 全国（公立） 

 全体 14 70  66  67.2  

学習指 

導要領

の内容 

知識及

び 

技能 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項   5 74.5  71.0  71.2  

(2) 情報の扱い方に関する事項   2 65.9  62.6  63.4  

(3) 我が国の言語文化に関する事項   0       

思考力 

判断力

表現力

等 

Ａ 話すこと・聞くこと 
 

3 74.7  70.9  72.6  

Ｂ 書くこと   1 27.9  24.2  26.7  

Ｃ 読むこと   3 72.8  69.2  71.2  

評価の観点 

知識・技能   7 72.1  68.6  68.9  

思考・判断・表現   7 67.2  63.5  65.5  

主体的に学習に取り組む態度   0       

問題形式 

選択式   9 76.1  72.5  73.6  

短答式   2 68.0  63.0  62.7  

記述式   3 51.3  48.4  51.1  

 
 
 
 
 
 
 
 

  児童数 平均正答数 平均正答率(％) 

吹田市 3,398  9.7 / 14 70  

大阪府（公立） 65,633  9.2 / 14 66  

全国（公立） 964,177  9.4 / 14 67.１  

３ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈問題別集計結果〉 

問題番号 問題の概要 

正答率(％) 無解答率(％) 

全
国
と
の
関
係
（
正
答
率
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

１一 

米作りのときに記録していた【カード②】と【カード③】の下線部の関係として

適切なものを選択する 

65.7  63.2  64.7  2.7  2.0  1.8  - 

１二 【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と解決方法を書く 27.9  24.2  26.7  6.2  7.6  7.1  - 

１三 

（１）ア 

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を使って書き直す（いがい） 56.3  52.2  52.8  4.7  4.7  4.8  〇 

１三 

（１）ウ 

【川村さんの文章】の下線部ウを、漢字を使って書き直す（きかん） 79.6  73.9  72.6  5.6  6.2  6.7  ◎ 

１三 

（２）イ 

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名に気を付けて書き直したものとし

て適切なものを選択する（くらべて） 

93.6  92.6  93.1  1.4  1.1  1.0  - 

１四 【川村さんの文章】の特徴の説明として適切なものを選択する 81.7  78.5  79.8  2.9  2.1  2.0  - 

２一 【資料１】と【資料２】に書かれている内容として適切なものを選択する 91.5  88.7  90.0  1.8  1.4  1.2  - 

２二 【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容として適切なものを選択する 70.5  65.7  67.4  2.0  1.6  1.4  〇 

２三 

相田さんが【資料３】の情報をどのように整理しているかについて説明したも

のとして適切なものを選択する 

66.1  62.0  62.0  2.2  1.8  1.6  〇 

２四 

資料を読み、運動と食事の両方について分かったことをもとに、自分が

できそうなことをまとめて書く 

56.6  53.1  56.2  8.4  8.9  8.5  - 

３一 

（１） 

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということだと思いますが、合

っていますか。）のように質問をした理由として適切なものを選択する 

76.8  71.7  73.6  5.3  4.0  3.7  〇 

３一 

（２） 

【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、どのような姿です

か。）のように質問をした理由として適切なものを選択する 

77.8  72.8  74.0  5.8  4.4  4.1  〇 

３二 

寺田さんと山本さんが、どのような思いでボランティアを続けているの

かについて、分かったことをまとめて書く 

69.6  68.0  70.2  15.4  14.8  14.3  - 

３三 

敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一部】の空欄に入る内容と

して適切なものを選択する 

61.4  57.6  57.6  13.0  10.3  9.5  〇 

 
 

※全国との関係を表す記号は、下の基準により 

示されている。 

  

全国の正答率を 5％以上上回る ◎ 

全国の正答率を 2～4.9%上回る 〇 

全国の正答率とほぼ同じ（±2％未満） ― 

全国の正答率を 2～4.9%下回る △ 

全国の正答率を 5％以上下回る × 

４ 



 

〈各教科設問別分析〉 小学校 国語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

【課題の見られる設問について】 

●設問番号 

   ３ （二） 

 

●設問の趣旨 

 寺田さんと山本さんが、どのような思いでボランティアを続けているのかについて、分かったことをまとめて書く。 

 「目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうか 

をみる。」 

 

●課題とその改善を図るために 

吹田市（かっこ内は全国値） 

・正答率 ６９．６％ 

（７０．２％） 

・無解答率１５．４％ 

（１４．３％） 

 

本設問は、正答率において全国値を 

下回り、無解答率は、全国値を上回っ 

た。このことから、国語科の学習では、 

「目的や意図に応じ、話の内容を捉 

え、話し手の考えと比較しながら、自 

分の考えをまとめる。」ことについて 

課題があると考えられる。 

 

 

★改善を図るための具体的な方策 

 

〇話を聞いて自分の考えをまとめる 

際には、話し手の目的や自分が 

聞こうとする意図に応じて、話の 

内容を捉え、話し手の考えと比較 

しながら、自分の考えをまとめて 

いく学習が必要である。例えば、 

インタビューの進め方について、 

友達と確認し合いながら吟味する 

活動を行う。また、インタビューを 

する際には、自分が知りたい内容に関する言葉を取り上げ、更に質問しながら理解を深め、話し手の考えと比較 

しながら、自分の考えをまとめていけるようにすることも大切である。 

 

〇相手が自分に伝えたいことや、自分が必要な情報等を明確にして聞くことが大切である。例えば、インタビューを 

する前に、自分が知りたいことや疑問に思っていることなどを整理したり、答えを予想したりしておくといった学習 

活動が考えられる。話し手の考えと自分の考えの共通点や相違点を整理したり、共感した内容や納得した事例 

を取り上げたりして、自分の考えをまとめる力を身に付ける。 

 

５ 



 

【小学校・算数】 
正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  児童数 平均正答数 平均正答率(％) 

吹田市 3,402  10.9 / 16 68  

大阪府（公立） 65,697  9.9 / 16 62  

全国（公立） 964,350  10.0 / 16 62.5  

 
 
〈分類・区別集計結果〉 

分類 区分 

対象 

問題数 

（問） 

平均正答率(％) 

吹田市 大阪府（公立） 全国（公立） 

 全体 16 68  62  62.5  

学習指導要領の領域 

Ａ 数と計算   6 73.0  66.8  67.3  

Ｂ 図形   4 53.5  48.4  48.2  

Ｃ 測定   0       

Ｃ 変化と関係 4 76.3  70.8  70.9  

Ｄ データの活用 3 69.7  63.8  65.5  

評価の観点 

知識・技能   9 72.5  67.1  67.2  

思考・判断・表現 7 61.9  55.7  56.5  

主体的に学習に取り組む態度 0       

問題形式 

選択式   5 63.5  57.1  57.7  

短答式   7 79.3  74.7  74.7  

記述式   4 53.2  46.5  47.3  

６ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈問題別集計結果〉 

問題番号 問題の概要 

正答率(％) 無解答率(％) 

全
国
と
の
関
係
（
正
答
率
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

１（１） ５脚の椅子を重ねたときの高さを求める 95.2  93.4  93.5  0.8  1.0  0.8  - 

１（２） 

椅子の数が２倍になっても、高さは２倍になって 

いないことについて、表の数を使って書く 

91.3  88.3  88.5  1.0  1.0  1.0  〇 

１（３） 

椅子４脚の重さが７ｋｇであることを基に、４８脚の重さの求め方と答

えを書く 

61.8  55.2  55.5  2.3  3.4  3.4  ◎ 

１（４） 全部の椅子の数を求めるために、５０×４０を計算する 85.3  81.2  80.8  1.1  1.2  1.2  〇 

２（１） 

テープを２本の直線で切ってできた四角形の名前と、その四角形の特徴

を選ぶ 

62.4  60.5  59.8  0.8  0.7  0.7  〇 

２（２） テープを折ったり切ったりしてできた四角形の名前を書く 90.4  87.3  87.2  2.2  3.0  2.9  〇 

２（３） 

切って開いた三角形を正三角形にするために、テープを切るときのＡの

角の大きさを書く               

33.9  25.6  24.9  2.6  3.6  3.7  ◎ 

２（４） 

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積の大小について分かる

ことを選び、選んだわけを書く 

27.5  20.5  20.8  3.2  3.6  4.0  ◎ 

３（１） 

２種類の辞典を全部並べた長さを求める二つの式について、それぞれど

のようなことを表しているのかを選ぶ 

76.1  68.7  70.3  1.2  1.5  1.4  ◎ 

３（２） 

３種類のファイル２３人分を全部並べた長さの求め方と答えを記述し、

全部のファイルを棚に入れることができるかどうかを判断する 

64.3  56.5  56.7  2.7  3.9  4.0  ◎ 

３（３） 

（１５１＋４９）×３と１５１×３＋４９×３を計算したり、分配法則

を用いたりして答えを求める 

78.5  71.9  72.4  2.1  2.5  2.5  ◎ 

３（４） 

６６÷３の筆算の仕方を説明した図を基に、筆算の商の十の位に当たる

式を選ぶ 

53.1  47.3  47.6  3.3  3.9  3.9  ◎ 

４（１） 示された基準量と比較量から、割合が３０％になるものを選ぶ 56.8  46.3  46.0  2.4  2.5  2.4  ◎ 

４（２） 運動カードから、運動した時間の合計が３０分以上である日数を求める 80.7  75.1  75.7  3.2  4.5  4.3  ◎ 

４（３） 

二つのグラフから、３０分以上の運動をした日数が「１日」と答えた人

数に着目して、分かることを書く 

59.3  53.7  56.2  11.5  14.3  13.8  〇 

４（４） 二次元の表から、読み取ったことの根拠となる数の組み合わせを選ぶ 69.1  62.6  64.6  4.7  5.0  4.9  〇 

※全国との関係を表す記号は、下の基準により 

示されている。 

  

全国の正答率を 5％以上上回る ◎ 

全国の正答率を 2～4.9%上回る 〇 

全国の正答率とほぼ同じ（±2％未満） ― 

全国の正答率を 2～4.9%下回る △ 

全国の正答率を 5％以上下回る × 

７ 



 

〈各教科設問別分析〉 小学校 算数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【課題の見られる設問について】 

 

●設問番号 

   ２ （４） 

 

●設問の趣旨 

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積の大小について分かることを選び、選んだわけを書く。 

 

「高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記

述できるかどうかをみる。」 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題とその改善を図るために 

吹田市（かっこ内は全国値） 

・正答率２７．５％（２０．８％） ・無解答率３．２％（４．０％） 

本設問は、全国、吹田市ともに最も正答率が低く、「論理的に考えを進め、説明したり、判断や考えの正しさを説明

したりする。」ことについて課題があると考えられる。 

 

★改善を図るための具体的な方策 

 

〇 基本図形の面積の公式について、理解を深め、活用できるようにすることが大切であるため、単に公式を覚える

習熟に力を入れるだけではなく、図や式、言葉等の決められた条件を選び出し、求め方を文に表す機会を増や 

す。 

〇 ある事柄が成り立つことの理由や判断の理由を授業や日常生活において説明する機会を設け、設問に求めら

れる条件を見つける機会を積極的に設ける。 

〇 「ＡだからＢとなる」のように、Ａという理由及びＢという結論を明確にした記述方法や、説明する定型文を身に付

ける。 

 

８ 



 

【中学校・国語】 
正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈分類・区別集計結果〉 

分類 区分 

対象 

問題数 

（問） 

平均正答率(％) 

吹田市 大阪府（公立） 全国（公立） 

 全体 15 74  68  69.8  

学習指導 

要領の 

内容 

知識及 

び 

技能 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2 77.1  68.9  67.5  

(2) 情報の扱い方に関する事項 2 68.4  61.6  63.4  

(3) 我が国の言語文化に関する事項 3 77.3  72.3  74.7  

思考力、 

判断力、 

表現力等 

Ａ 話すこと・聞くこと 3 83.9  79.5  82.2  

Ｂ 書くこと 2 69.8  62.1  63.2  

Ｃ 読むこと 4 67.4  60.8  63.7  

評価の観点 

知識・技能   7 74.7  68.3  69.4  

思考・判断・表現 9 73.5  67.3  69.7  

主体的に学習に取り組む態度 0       

問題形式 

選択式   7 77.0  71.6  73.1  

短答式   4 73.2  65.2  65.6  

記述式   4 71.0  64.6  68.0  

 

  生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 

吹田市 2,752  11.2 / 15 74  

大阪府（公立） 60,133  10.2 / 15 68  

全国（公立） 892,738  10.5 / 15 70.0  

９ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈問題別集計結果〉 

問題番号 問題の概要 

正答率(％) 無解答率(％) 

全
国
と
の
関
係
（正
答
率
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

１一 インタビューの前に準備したメモについて説明したものとして適切なものを選択する 90.1  86.6  87.5  0.1  0.1  0.1  〇 

１二 インターネットの記事を読んで気付いた点として適切なものを選択する 68.3  63.6  65.1  0.0  0.2  0.2  〇 

１三 

相手の話を受けて発した質問について、述べ方の工夫とその意図を説明したものとして適切なものを

選択する 

78.0  73.8  76.6  0.1  0.3  0.2  - 

１四 インタビューのまとめとしてどのようなことを述べるのか、自分の考えを書く 83.6  78.1  82.5  10.0  13.9  10.8  - 

２一 「落胆する」の意味として適切なものを選択する 93.6  90.3  91.1  0.0  0.2  0.2  〇 

２二 二つの文章に共通する表現の効果を説明したものとして適切なものを選択する 66.7  59.4  63.0  0.3  0.5  0.4  〇 

２三 それぞれの文章で述べられている「読書の楽しみ」として適切なものを選択する 79.5  72.9  74.2  0.1  0.3  0.3  ◎ 

２四 

自分がこれからどのように本を読んでいきたいかについて、読んだ文章を参考にして、知識や経験に触

れながら書く 

68.5  63.5  67.5  2.9  4.9  3.9  - 

３一 レポートの下書きの一部について、文の一部を直す意図として適切なものを選択する 62.9  54.7  54.3  0.5  0.5  0.6  ◎ 

３二 漢字を書く（おし量って） 60.6  47.6  43.9  6.9  10.3  10.7  ◎ 

３三 

「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分について、内容のまとまりで文章が二つに分かれる箇所を

選択し、後半のまとまりに付ける見出しを書く 

68.5  59.7  61.8  2.1  2.3  2.1  ◎ 

３四 

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付けた部分に具体例として示す「判じ絵」を選択し、その解読

の仕方を書く 

76.7  69.5  72.1  9.4  11.4  10.2  〇 

４一 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひける） 85.1  82.0  82.5  2.9  4.5  3.6  〇 

４二 原文の中の語句に対応する言葉を現代語で書かれた文章から抜き出す（いと） 78.4  71.4  74.1  3.5  5.8  4.8  〇 

４三 現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工夫されているかについて、古典と比較して書く 55.1  47.4  50.0  16.0  22.5  20.7  ◎ 

 
 
 

 

※全国との関係を表す記号は、下の基準により 

示されている。 

  

全国の正答率を 5％以上上回る ◎ 

全国の正答率を 2～4.9%上回る 〇 

全国の正答率とほぼ同じ（±2％未満） ― 

全国の正答率を 2～4.9%下回る △ 

全国の正答率を 5％以上下回る × 

１０ 



 

〈各教科設問別分析〉 中学校 国語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【課題の見られる設問について】 

 

●設問番号 

   ２ （４） 

 

●設問の趣旨 

自分がこれからどのように本を読んでいきたいかについて、読んだ文章を参考にして、知識や経験に触れなが

ら書く。 

  

「文章を読んで理解したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり、深めたりすることができるか 

どうかをみる。」 

 

 

●課題とその改善を 

図るために 

吹田市 

・正答率６８．５％ 

（６７．５％） 

・無解答率２．９％ 

（３・９％） 

 

全ての問題の正答率は 

全国値を上回っている 

が、本設問は、正答率に 

おいて最も全国値と数 

値が近いものであった。 

国語科の学習では、「文 

章を読んで理解したこと 

などを知識や経験と結 

び付けて、自分の考えを 

広げたり深めたりする。」 

ことに課題があると考え 

られる。 

 

  

 
 

 

★改善を図るための具体的な方策 

〇文章に書かれている内容を理解することにとどまらず、自分が持っている知識や経験と結び付けることで、理解し

たことや考えたことを一層具体的で明確なものにしていくことが重要である。そのために、生徒が自分で課題を

設定し、その解決のために文章を読む学習活動の中で、文章を読んで理解したことと自分の考えや経験を比較

したり、関連付けたりしながら解決策や改善策を考える場面を設定するなど、主体的に文章を読むことができる

力を身に付ける。 

 

１１ 



 

【中学校・数学】 
正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 

吹田市 2,753  8.7 / 15 58  

大阪府（公立） 60,213  7.5 / 15 50  

全国（公立） 893,114  7.6 / 15 51.0  

 
 
〈分類・区別集計結果〉 

 

分類 区分 

対象 

問題数 

（問） 

平均正答率(％) 

吹田市 大阪府（公立） 全国（公立） 

 全体 15 58  50  51.0  

学習指導要領の領域 

Ａ 数と式   5 71.1  63.2  63.0  

Ｂ 図形   3 44.7  33.4  33.2  

Ｃ 関数   4 58.0  49.5  51.2  

Ｄ データの活用 3 47.9  45.0  48.5  

評価の観点 

知識・技能   10 62.1  55.1  55.7  

思考・判断・表現 5 49.0  39.6  41.6  

主体的に学習に取り組む態度 0       

問題形式 

選択式   4 54.2  45.8  45.3  

短答式   6 67.3  61.3  62.6  

記述式   5 49.0  39.6  41.6  

0%

5%

10%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問

吹田市
全国（公立）

１２ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈問題別集計結果〉 

問題番号 問題の概要 

正答率(％) 無解答率(％) 

全
国
と
の
関
係
（正
答
率
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

１ －５、０、３、４．７、９の中から自然数を全て選ぶ 54.2  48.3  46.1  0.0  0.1  0.1  ◎ 

２ １２（ｘ／４＋ｙ／６）を計算する 91.0  81.9  80.5  1.5  4.3  4.0  ◎ 

３ 空間における平面が１つに決まる場合について、正しい記述を選ぶ 42.2  30.5  30.4  0.6  0.7  0.8  ◎ 

４ ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値とそれに対応するｙの値について、正しい記述を選ぶ 52.6  44.2  42.8  0.3  0.5  0.5  ◎ 

５ 

女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２９．００秒以上３０．００秒未満の階級までの累積度数を

求める 

41.3  43.6  46.1  10.5  12.8  11.0  △ 

６（１） はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数が２、たす数が３のときの計算結果を求める 91.8  88.2  88.9  1.3  3.3  2.4  ○ 

６（２） 

はじめの数にかける数が２、たす数が６ならば、計算結果はいつでも３の倍数になることの説明を完成

する 

68.7  57.6  58.8  8.7  13.5  10.6  ◎ 

６（３） 

はじめの数にかける数がいくつ、たす数がいくつであれば、計算結果はいつでも４の倍数になるかを

説明する 
49.6  40.0  40.9  20.2  28.0  24.7  ◎ 

７（１） １９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める 69.3  63.0  65.7  5.0  6.8  5.6  ○ 

７（２） 

「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主

張することができる理由を、箱ひげ図の箱に着目して説明する 

33.2  28.2  33.6  20.0  27.3  22.8  - 

８（１） 

晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学が駅前を通過した時間の差について、グラフのどの２点

のｘ座標の差として表れるかを書く 

64.3  54.8  57.5  8.6  9.7  8.6  ◎ 

８（２） 二人の選手のグラフが直線で表されていることの前提となっている事柄を選ぶ 68.0  60.1  61.7  1.0  1.2  1.1  ◎ 

８（３） 

グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天大学の選手に追いつくのが、６区のスタート地点からお

よそ何ｍの地点になるかを求める方法を説明する 

47.2  38.9  42.8  14.1  14.7  13.2  ○ 

９（１） 

２つの直線ＢＣと直線ＡＥが平行であることを、三角形の合同を基にして、同位角又は錯角が等しいこ

とを示すことで証明する 

45.9  33.2  32.1  18.3  25.9  24.7  ◎ 

９（２） 

二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに平行線がかけないことについて、二等辺三角形の

ときの証明の中から成り立たなくなる式を書く 

45.9  36.5  37.0  10.6  15.5  14.2  ◎ 

 
 

※全国との関係を表す記号は、下の基準により示され

ている。 

  

全国の正答率を 5％以上上回る ◎ 

全国の正答率を 2～4.9%上回る 〇 

全国の正答率とほぼ同じ（±2％未満） ― 

全国の正答率を 2～4.9%下回る △ 

全国の正答率を 5％以上下回る × 

１３ 



 

〈各教科設問別分析〉 中学校 数学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【課題の見られる設問について】 

 

●設問番号 

   ５ 

 

●設問の趣旨 

女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２９．００秒以上３０．００秒未満の階級までの累積度数を求める。 

      

「不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。」 

・情報を分類したり整理したりすること 

・累積度数の意味を理解していること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題とその改善を図るために 

吹田市（かっこ内は全国値）  

・正答率４１．３％（４６．１％） ・無解答率１０．５％（１１．０％） 

 

数学科全体の平均正答率が全国を６．６％上回る中、本設問は、正答率において全国値を５％下回った。また、 

同じく「データの活用」に関する設問７（２）「箱ひげ図」においても全国の正答率を下回っており、同様の傾向が 

見られることから、数学科の学習では、「データの活用に係る用語の理解や複数の集団のデータについて分布の 

傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する。」ことについて、課題があると考えられる。 

  

★改善を図るための具体的な方策 

〇度数分布表や代表値などを用いて、データの分布の傾向を捉える活動を重視する。 

代表値や四分位範囲、累積度数を用いて、分布の傾向を読み取ることができるよう、データの傾向を捉える活動

を重視することが大切である。 

○データの分布の傾向を読み取って判断し、その理由を数学的な表現を用いて的確に説明できるようにすることが 

大切である。 

 

 

 

○  

 

 

 

１４ 



 

【中学校・英語】  ※「話すこと」の分析なし 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  生徒数 平均正答数 平均正答率(％) 

吹田市 2,756  9.5 / 17 56  

大阪府（公立） 60,342  7.7 / 17 45  

全国（公立） 893,528  7.7 / 17 45.6  

 
 
〈分類・区別集計結果〉 
 

分類 区分 

対象 

問題数 

（問） 

平均正答率(％) 

吹田市 大阪府（公立） 全国（公立） 

 全体 17 56  45  45.6  

学習指導要領の領域 

(1) 聞くこと 6 66.1  57.4  58.4  

(2) 読むこと 6 61.6  50.2  51.2  

(3) 話すこと［やり取り］ 0       

(4) 話すこと［発表］   0       

(5) 書くこと 5 37.3  24.8  23.4  

評価の観点 

知識・技能   9 63.0  51.2  51.5  

思考・判断・表現 8 48.2  38.7  38.8  

主体的に学習に取り組む態度 0       

問題形式 

選択式   12 63.8  53.8  54.8  

短答式   3 46.9  31.7  30.1  

記述式   2 22.8  14.6  13.5  

１５ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈問題別集計結果〉 

問題番号 問題の概要 

正答率(％) 無解答率(％) 

全
国
と
の
関
係
（正
答
率
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

吹
田
市 

大
阪
府
（
公
立
） 

全
国
（
公
立
） 

１（１） ある状況を描写する英語を聞き、その内容を最も適切に表している絵を選択する 85.6  77.7  79.0  0.0  0.2  0.1  ◎ 

１（２） 道案内の場面における会話を聞き、その内容を最も適切に表している絵を選択する 71.7  62.0  64.4  0.0  0.2  0.2  ◎ 

１（３） 買物の場面における会話を聞き、その内容を最も適切に表している絵を選択する 58.3  49.0  49.8  0.1  0.2  0.2  ◎ 

２ 忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞き、最も適切な番号を選択する 68.9  61.9  61.1  0.1  0.2  0.2  ◎ 

３ バーベキューパーティーについての説明を聞き、質問の答えとして最も適切なものを選択する 47.5  40.9  41.2  0.3  0.3  0.2  ◎ 

４ 水問題についての話を聞き、話し手の最も伝えたい内容を選択する 64.3  52.9  54.8  0.3  0.5  0.4  ◎ 

５（１） ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適切に表しているグラフを選択する 64.6  54.4  56.0  0.4  0.3  0.3  ◎ 

５（２） 事実や考えが書かれた英文を読み、考えを表している英文を選択する 75.3  62.9  64.5  0.2  0.4  0.3  ◎ 

６ 友達からのメールを読み、相手が示した条件に合うイベントとして最も適切なものを選択する 48.5  35.5  35.9  0.2  0.3  0.3  ◎ 

７（１） 図書館について書かれた英文を読み、文中の空所に入る適切な語句を選択する 70.8  59.5  59.8  0.3  0.4  0.3  ◎ 

７（２） 図書館について書かれた英文を読み、その概要として最も適切なものを選択する 42.0  34.7  34.7  0.7  0.8  0.7  ◎ 

８（１） ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の最も伝えたい内容を選択する 68.5  54.2  56.1  0.3  0.8  0.8  ◎ 

８（２） ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の意見に対する自分の考えとその理由を書く 30.8  20.8  19.5  22.3  32.4  29.3  ◎ 

９（１）① 

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を補ったりして、会話が成り立つように

英文を完成させる 

59.7  42.3  40.4  4.9  8.5  6.6  ◎ 

９（１）② 

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を補ったりして、会話が成り立つように

英文を完成させる 

37.5  23.8  20.9  7.1  12.2  10.9  ◎ 

９（２） メールの英文を依頼する表現に書き換える 43.6  28.9  29.0  18.9  26.3  24.5  ◎ 

１０ 

学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいものを１つ取り上げ、それを説明するまとま

りのある文章を書く 

14.8  8.3  7.4  18.2  24.3  21.4  ◎ 

 
 
 
 

※全国との関係を表す記号は、下の基準により示され

ている。 

  

全国の正答率を 5％以上上回る ◎ 

全国の正答率を 2～4.9%上回る 〇 

全国の正答率とほぼ同じ（±2％未満） ― 

全国の正答率を 2～4.9%下回る △ 

全国の正答率を 5％以上下回る × 

１６ 



 

〈各教科設問別分析〉 中学校 英語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【課題の見られる設問について】 

 

●設問番号 

   ５ （１） 

 

●設問の趣旨  ※学習指導要領における領域「読むこと」 

ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適切に表しているグラフを選択する。 

      

「ある市における海外からの観光客と海外 

に行く観光客の人数の推移を描写する 

英文から、情報を正確に読み取ることが 

できるかどうかを見る。」 

                  

●課題とその改善を図るために   

 

吹田市（かっこ内は全国値） 

・正答率：64.6%  (56.0%) 

・無解答率：0.4%  (0.3%) 

 

全ての問題の正答率は全国値を上回って 

いるが、無解答率に関していえば、本問 

題は全国値を上回る。また、全国値と同 

等の結果である問題を分析すると、語彙、 

表現、文法や言語の働きなどを理解する 

とともに、これらの知識を活用し、正確な 

情報を読み取り、まとまりのある文章の 

概要を捉え、文と文との関係を正確に 

読み取る技能に課題があると考えられる。 

 
 

★改善を図るための具体的な方策 

 

〇語彙等の習得には、生徒が読みたくなる、興味を持つような題材を提示し、短い文章から、徐々に長い文章に 

慣れさせていく。 

 

○日常的な話題や社会的な話題に関する文章を読み、「イラストや写真、図表」など、社会生活で使われる様々な

形式の視覚情報等も参考にしつつ、書き手が伝えようとしている「要点」を把握する活動を取り入れる。 

 

〇「概要を捉える」とは、まとまりのある文章を最初から最後まで読み、一語一語や一文一文の意味等、特定の 

部分にのみとらわれたりすることなく、文章全体を読み通し、また的確に必要な情報を取り出し、どの情報が 

最も重要であるかを判断することが大切である。 

 

 

１７ 



 

３. 児童・生徒質問用紙 
 
（１）各教科に関する質問 

〈凡例〉 ①当てはまる ②どちらかといえば、当てはまる ③どちらかといえば、当てはまらない ④当てはまらない 

【国語】 
Q  国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 
小学校     ①      ②  ③④   中学校        ①     ②   ③④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R4 全国 65.5 26.3 5.8 2.4 

R5 全国 64.4 28.4 5.2 1.8 

 
【その他】 
・「国語の勉強は好きですか。」に対する肯定的回答率は小学校では６割を超えているが、中学校で 
  は６割を下回っている。 
・小学校「授業で、物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、物語全体を具体的にイメージし、ど 
のような表現で描かれているのか着目していますか。」、中学校「授業で、文学的な文章を読み、 
場面の展開や登場人物の人情の変化などについて、描写を基にとらえていますか。」のいずれも 
「読むこと」に関しては、肯定的回答率が８割を超えている。 

 
【算数・数学】 

Q  算数の勉強は大切だと思いますか。 
小学校      ①      ② ③④   中学校     ①      ②   ③ ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R 4 全国 76.6 17.6 3.7 2.0 

R 5 全国 75.3 18.9 3.7 2.0 

 
【その他】           
・「算数・数学の授業は好きですか。」に対する肯定的回答率は小学校では６割を超えているが、 
中学校では６割を下回っている。（全国値の割合も６割を下回っている。）  
・「算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思いますか。」に対する肯 
定的回答率は、小学校では９割を超え、中学校では７割を超えている。 
（いずれも全国値の割合と同等。）        

 

R4 全国 55.6 34.1 7.6 2.5 

R5 全国 52.3 36.4 8.3 2.7 

R 4 全国 52.1 34.5 9.8 3.4 

R 5 全国 49.8 35.2 10.5 4.2 

１８ 



 

【中学校・英語】 
Q  １、２年生のときに受けた授業では、英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点を 
とらえる活動が行われていたと思いますか。 

      ①     ②    ③ ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他】      
・「英語の勉強は好きですか」に対する質問の肯定的回答率は、６割を下回っているが、「英語の 
勉強は大切だと思いますか」の肯定的回答率は、９割を超え、他の教科よりも高い数値である。 
・「１・２年生のときに受けた授業では、原稿などの準備をするのではなく、（即興で）自分の考えや 
気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思いますか。」に対する肯定的回答率は、 
６割を超えている。→現行学習指導要領において、「話す（発表）」が「暗唱ではなく即興」という 
目標が設定されている。 

 
 
（２）学習などに関する質問 

 
●主体的・対話的で深い学び 

 
Q  小学校では５年生までに受けた授業、中学校では１，２年生までに受けた授業は、課題の解決 
に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。 

 
小学校   ①     ②    ③ ④      中学校   ①    ②        ③ ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 ・他の質問「５年生〔１，２年生のとき〕までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かし 
ながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか。」「学級の生徒との間で話し合う活動を 
通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか。」に対する肯定的回答率は、 
小学校・中学校ともに、全国値を上回っている。 

 
 
各学校において、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の取組が実施されている。 
 
 

R 1 全国 35.7 45.5 14.2 4.4 

R 5 全国 34.9 45.4 12.7 4.6 

※R１は旧学習指導要領に則っている。 

１９ 



 

●個別最適な学び（個に応じた指導） 
 
Q  小学校では５年生までに受けた授業、中学校では１，２年生までに受けた授業は、自分にあった 
教え方、教材、学習時間になっていましたか。 

 
小学校   ①      ②   ③ ④     中学校  ①         ②    ③ ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・本市の令和４年度と比べて、令和５年度の肯定的回答率は小学校・中学校とも上昇している。全国 
値と比べると、小学校では1.7ポイント下回り、中学校では１．６ポイント上回っている。他の質問の
「授業の内容はよくわかりますか。」に対する肯定的回答率は、小学校の算数、中学校の数学と英語
では国語より上回っている。これらのことから、習熟度別授業を実施している算数や、数学、英語では、
特に自分にあった授業の進度、教材や学習時間だと感じている児童・生徒が多いことがわかる。 
 
●ICTを活用した学習状況 

 
Q  学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。 
 
小学校     ①      ②  ③④  中学校       ①      ②   ③④ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・他の質問「PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか。」に対する回答は、小学校 
 では「週３回」の回答が最も多く、次いで「ほぼ毎日」と回答している。中学校では「週１回」の回答 
が最も多く、次いで「週３回」と回答していました。小学校では使用頻度が全校値とほぼ同等の数 
値であるが、使用頻度の高さから「勉強の役に立つ」という実感がある児童が多いことがわかる。
また、中学校では、小学校と比べて、全国値も低くなっている。 
・本市の中学校と、全国における使用頻度の割合を比べると「ほぼ毎日」「週３回」の合わせた回答 
率より、20.7％下回っている。 

 
 
 
 
 

２０ 



 

 ●児童生徒の幸福感に関する状況 
 
Q  普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 

 
小学校                                    中学校 
              ①     ②  ③④          ①     ②   ③④ 

 

 

 

〈凡例〉①よくある  ②ときどきある ③あまりない ④全くない 

 
・今年度から新設された質問で,小学校の肯定的回答率は全国値と比べて、0.3ポイント、中学校 
の肯定的回答率は0.6ポイント上回っている。２０２３年３月、文部科学省から「次期教育振興基 
本計画について（答申）」において、ウェルビーイングの向上が掲げられた。ウェルビーイングとは、 
「良好な状態」「心身ともに健康で、持続的な幸福な状態」のことで、子どもたちの抱える困難が 
多様化・複雑化する中で、一人一人のウェルビーイングの確保が求められている。 
・ウェルビーイングの向上には、子どもたちが幸福や生きがいを感じられる学校づくりが大切である 
と考えます。 

 
４.  今後 
 ・小中学校とも全教科の平均正答率は、全国値を上回っているが、比較して自分の考えをまとめ 
たり、説明することに課題がある。学校の授業において、情報を正確にとらえ、それに対して児童・ 
生徒が自分の考えをまとめ、的確にそれを説明できる授業づくりが必要となる。 
・「自分にはよいところがあると思いますか。」という自己肯定感への肯定的回答率は、令和４年度 
より、小学校・中学校でも７ポイント以上上昇している。これらの質問や新設されたウェルビー 
イングに関する質問を分析し、今後の動向に注視していく。 

 

 

おわりに  

      現行の学習指導要領が実施され、小学校で４年目、中学校では３年目となり、本市では学習の基盤と

なる資質・能力の育成のため、各教科において、「主体的・対話的で深い学び」のための授業づくりを進

めてまいりました。また、各学校においては、全国学力・学習状況調査で明らかになった課題を克服できる

よう、校内の「学力向上委員会」等を中心に教員の指導力向上に向けた研修等をはじめ、日々の授業の

工夫改善に努めています。 

予測困難な社会を生き抜くための「生きる力」の「知」の側面からとらえた「確かな学力」とは、知識や

技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や、自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、より

よく問題を解決する資質や能力等までを含めたものです。その「確かな学力」を育成するためには、子ども

たちの学習意欲を高める授業づくりが重要です。 

本市教育委員会としましては、子どもたちの「確かな学力」育成のため、各学校における研究や実践等

を支援し、学力向上への取組をさらに進め、また「総合的人間力の育成」を目指して、調査結果の課題に

ついての情報を学校・家庭・地域で共有し、連携していけるよう支援してまいります。 

                                                              令和５年（２０２３年）１１月 

 

 ２１ 


